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苔より桜 : 西芳寺における夢窓疎石と禅宗
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後醍醐天皇、足利尊氏・直義など、皇族や武家と親密な関係を持ち、五山制度の形成にも大きく貢献した。やがて政治、芸術、宗教の垣根を超えて多彩な才能を発揮することになる彼は、その前半生において、人里を離れて一人坐禅に励み、三十一歳で開悟してから五十歳まで、数多くの地方寺院の住職を勤めた。後半生になる 、天皇、武士、公家などの手厚い保護 下、南禅寺などの名刹の住職に任じられ、新寺院の開山として弟子の育 力を入れた。また、夢窓は語録や仮名法語 漢詩や和歌を残し、都鄙 問わず、多数の寺院の造営やその庭園に関与した。本稿でとりあげる西芳
も、一般的には夢窓が中興の祖とされている。　
本稿では、夢窓自身の作品や関連資料に基づき、西芳寺に禅宗が














































西芳寺との関係のみならず、桜についても詳述され、桜が西芳寺伝説において特別な位置を占める存在とし 描かれている。桜と西芳寺との関係を浮き彫りにするた に まず、こ 『縁起』に語られる西芳寺 由来 見ておく。　『縁起』によると、西芳寺は元来、聖徳太子
（五七四―六二二）
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皇族とを結び付けたという物語は、 『縁起』に頻繁に見られる。さらに、真如の和歌を見る 、花の成長を仏法の興隆と直接に関連させていることがわかる。 『縁起』では、この田村麻呂 よる西方寺参拝が、皇室・武者・仏法という三者の結び付きをさらに強固なものにしていくさまが描かれる。彼の二回目 訪問 冬であり、田村麻呂は天皇の勅使として再度真如に拝謁した。そ 際の寺の趣深いさまを田村麻呂から奏上され、嵯峨天皇
（七八六―八四二）
は、翌




























































































































が求めた一時的な和解によって、このとき兄弟揃って西芳寺参拝を行ったのである。しかし、夢窓が亡くなってから半年もしないうちに、尊氏と直義は紛争を再開 一三五二年二月二十六日、鎌倉で直義が死亡した。兄の尊氏によって毒殺されたのではないかと言われている。このように、西芳寺の桜の下で見ら 両者 友好と融和は永く続かなかったが、夢窓が生前、いかにこの和解 実現に力を尽くしたかが右の歌には暗示されているのではないか。右の二首は、西芳寺の桜の姿をそれぞれ描いてい が その ずれにも 夢窓の和解を祈る気持ちが反映していると考えてよいであろう 前者は山かげに咲く落ちついた桜 姿が平和を象徴し、一方、後者は花びらが吹き散らされる様子を詠み がら、それを通 逆に世 中の泰平ぶりを浮き彫りにしている。激しい政治的な移り変わり中、同年の秋に他界することになる夢窓は、足利兄弟の関係だけではなく 自ら 宗派の未来も心配していたと考えら る。西芳寺で詠まれた数首 歌が、同寺の将来の繁栄を願 、それを祈念してる要因はここにあるであろう。　『国師和歌集』には、 『縁起』のごとく、皇室との結びつきを改め
38






















それを嘆く必要はない、千年もの御幸が期待できると、巧みに詠っている。むろん、夢窓自身が千年後まで生き続けるわけではないが、この歌からは遥か遠い将来まで御幸がずっと続いて欲しいとう願いがはっきり読み取れる。また 竹林院内大臣への返歌では、夢窓の「老 身」と「千とせの春」が対比されている。そ 切迫した死の必然性にもかかわらず、千歳の春の御幸を期待している であろうか。　
和歌の伝統に従い、御幸に関する夢窓の和 はしばしば天皇の長
















































































































































































































































































































































貞和五年 一三四九）三月二十六日か。 『園太暦』によ 、この日
苔より桜
43
光明上皇（一三二一―一三八〇）は天龍寺への御幸の後、西芳寺にも参拝したという記事があり、当時の右大臣である西園寺公重（一三一七―一三六七） 、つまり竹林院内大臣も天龍寺の御幸に参加したと記載されている。前掲（
17） 、五〇―五二頁。
（
23）　
前掲（９） 、歌番号一九・二〇。
（
24）　
前掲（９） 、歌番号一七。
（
25）　
歌番号七四七、 「古今和歌集」新編国歌大観編集委員会編『新編国歌
大観』第一巻、勅撰集Ⅰ歌集、角川書店、一九八九年、二四頁。
（
26）　
前掲（９） 、歌番号三六。
（
27）　
前掲（９） 、歌番号三七。
（
28）　「天竜開山夢窓正覚心宗普済国師年譜」一切経刊行会『大正新修大蔵
経』第八〇巻、一九二八年、四八二―四九八頁。
（
29）　
前掲（
28） 、四八九頁。
（
30）　
前掲（
28） 。
（
31）　「仏光国師語録」一切経刊行会『大 新修大蔵経』第八〇巻、一九二
八年、二三二頁。
（
32） 「景徳伝灯録」巻三、一切経刊行会『大正新修大蔵経』第五一巻、一九二八年、二一九頁。
